
小郡市立御原小学校 学校だより 令和５年度 第８号 令和５年１２月５日

御原小学校だより 児童数 ２３３名
＜御原小学校の教育目標＞ 「志をいだき、人とつながり、未来を拓く子どもの育成」

【合言葉】 『互いを認め合い、気持ちいっぱい！笑顔いっぱい！』 文責：内田淑子
○１２月４日～１０日は人権週間です。
国際連合は、１９４８年１２月１０日「世界人権宣言」が採択されたことを記念し、１２月１０日を「人権デ

ー」と定めています。日本では、１２月１０日を最終日とする１週間を人権週間とし、啓発活動が取り組ま
れています。小郡市文化会館には、市内学校の子ども達の差別をなくしたいという思いを表現した作品
の一部が展示されています。（１０日まで）ぜひご覧ください。

～差別に向き合い、地域と学校が共に学ぶ～
【人権フェスタ～地域からの啓発】
１１月１１日（土）に宝城中学校で人権フェスタがありました。この

フェスタは、「宝城中校区人権のまちづくり」の行事で地域啓発の機会
です。各学校の出し物では６年生が和太鼓の演奏をしました。団結した
迫力ある演奏は、会場の皆さんの体と心に響きました。人権コンサート
では、山口裕之さんのオカリナ演奏と語りで「みんなで手をつなごう、
支え合おう」というメッセージを感じることができました。

【みはらっ子集会～学校からの啓発】
１１月３０日（木）みはらっ子集会には、多くの保護者・地域の方にご

参加頂き、ありがとうございました。どの学年も人権の視点に立った学習
を進めていますが、日頃の学習の成果を発表することができました。言葉
で・動きで・歌で・演奏で・劇で・クイズでと、発表方法も工夫され、自
分たちが学んだことを伝えたいという思いが強く感じられました。

○６年人権教育啓発センター見学
１１月１７日人権センターの役割・取組の説明や

働いてある方の思いを聞き、施設を見学しました。
そして、差別をなくす国際的な活動をされた御原小
学校出身である小郡市名誉市民の上杉佐一郎さんに
ついてのお話なども聞き、顕彰碑も見学しました。 【真剣に話を聞く子ども達】 【顕彰碑の説明】

○１１月の「ひと」に触れる機会 １２月の行事予定
４年生人権紙芝居の学習に人権擁護委員さん ４日（月）委員会、市標準学力調査（～ 12/8）

を招きました。また、２年算数「かけ算九九」 ５日（火）４年チャレンジテスト、4 年ＧＴ、しらさぎ号
の学習にボランティアの方々に来ていただき ６日（水）４年チャレンジテスト、ＡＬＴ、ＰＴＡ運営委員会

楽しく学習に取り組みました。 １１日（月）読み聞かせ、クラブ

１３日（水）４年高松凌雲学習、ＡＬＴ
１５日（金）たてわり集会③④
１９日（火）ＡＬＴ、しらさぎ号
２２日（金）授業終了、５校時授業下校 15時
２８日（木）県への要請行動（人権のまちづくり伊藤会長にお願いしています）
２８～２９日 学校閉庁日
１月 ９日（火）１月授業開始 下校 13：20

【４年人権紙芝居】 【２年かけ算九九ボランティア】 ２４日（水）おいでよ宝の城へ（中学校入学説明会）

○タブレットを効果的に活用した授業 ２６日（金）新１年生入学説明会

タブレットを使った学習のよさは、自分の考え ～子どもの登下校についてのお願い～
を書き込むだけではなく、 駐車場が狭くなり大変ご迷惑おかけしており
友だちの考えを同時に見る ます。校舎北側職員駐車場における事故防止の

ことができ、画面上で比較 ため、学校との同意がある場合や緊急の場合

しながら学べることです。 を除いて、原則、子どもを車で送迎するこ
子どもたちは学習に、楽し とは、ご遠慮願います。
く取り組んでいます。

発表の様子

６年生 和太鼓の演奏


